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1. 緒言 

 Lauren と Kapfere(1894)が開発した IP

（Involvement Profile）は耐久財やサービス消

費に対する関与尺度であり,1991 年には，

Dimanche らがオリジナルの IP を英語化し，レ

ジャー活動場面へ適応可能な尺度を開発した．

しかし，レジャー版 IPのリスク項目では活動場

所選択に関するリスクのみとなっている．スポ

ーツ・レジャー活動の関与では,活動場所に対す

るリスク以外にも, 身体的・経済的・心理的・

機能的・時間的や,その調整要因である「自己調

整」などが存在する．  

 本研究の目的はスポーツ・レジャー活動とし

てのびわイチサイクリストを対象に,関与，知覚

リスク，自己調整，地域愛着を測定し，関与の

ステージごとで平均値・平均ランクに有意な差

があるのか，場所に限定されたリスク項目以外

にも関与に含めるべきリスク要因が存在するの

か検討することである． 

2.研究方法 

[調査対象]：びわイチをしているサイクリスト

257 票,高島市でのロングライドイベント参加

者 131票．[調査項目]:坂口(2004)の関与 IP尺

度（5因子 15項目），Jacoby and Kaplan(1972)

の知覚リスク(5 因子 15 項目),地域，愛着の測

定指標(3項目),基本属性（郵便番号，移動コス

ト，年間派生費用(財支出，サービス支出), 

Hubbardら(2001)の自己調整(4因子 12項目)．

[インタビュー調査]滋賀県庁プラスサイクル推

進協議会でのインタビュー調査も実施した． 

3.結果 

 表１は Funk(2001)の PCM staging scoreを参

考にびわイチサイクリストを 4つのステージに

分類し，平均ランクを比較した結果，時間的リ

スク以外の項目と行動変数の「自転車所持台数」

で帰無仮説が棄却され，有意な差が認められた. 

 表 2は関与を従属変数，知覚リスクを独立変

数に重回帰分析をした結果である．「心理的リス

ク」が関与のすべての項目で負の関連性が認め

られた.また，ここでは示していないがびわイチ

と高島のロングライドイベント間で各変数の平 

均値を比較したところ，多くの項目で有意な差

が認められた． 

4.考察 

 表 1では，活動関与ステージ間で消費者心理，

行動変数に有意な差が認められ，関与を調整変

数として利用することが消費者の識別に有用で

あることが確認された．表 2では，重要性・楽

しみ・記号性と場所のリスク項目は正の関係に

なっている．リスク項目は，重要性などとは負

の関係になるはずである．知覚リスクの時間的

リスク以外は，関与の 3要因と負の相関・関係

が確認された．場所のリスクを含めるよりは，

身体，金銭，社会，心理，機能的リスクを IP

に含む方が妥当である．また，びわイチと高島

ロングライドの比較から，同じサイクリストで

もエクササイズ志向とイベント志向で，関与プ

ロフィールが大きく異なることが確認された． 
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